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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島の原発事故以降、我が国における放射線の生体影響の社会的関心は

増加する傾向にあり、特に放射線と突然変異発生の関係は廃炉措置にお

けるがん化リスクの考察と放射線防護の立場からも重要である。このた

め、発生・再生生物学分野のiPS細胞技術と突然変異測定系の技術を統

合し、我々の研究室で樹立したiPS細胞を用いて神経系、皮膚、血液系、

循環器系の組織細胞を作製し、放射線照射後の各組織の突然変異率を計

測して、組織による突然変異の違いを数理モデルの構築により評価する

実験系の確立を目指し、以下の項目を行う。 

１）iPS細胞から神経系、皮膚系、心筋細胞および血液細胞の作製 

２）各種細胞における各種放射線照射後の突然変異率測定 

３）突然変異した塩基配列の傾向を知る数理モデルの構築 

２．総合評価 Ｂ ・iPS細胞を利用することで、ヒト細胞間の個人差を最小限にできると

いう着眼点は評価ができる。 

・一方、紫外線の影響は示されたが、電離放射線による影響について結

果が出ていない点が残念であった。 

・多くの論文を投稿していることは評価ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


